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スーパーコンティニウム(SC)光は光波長多重通信(WDM)に用いられる小型集積デバイスや、血

糖値センサー[1]への応用が期待されている。これまで、SC光発生には媒質としてフォトニック結

晶ファイバーが広く用いられているが、集積化が困難である。そこで、我々は集積化可能、かつ

高い非線形定数を持つシリコン導波路に着目した。前回の講演では、シリコン導波路幅を変化さ

せて分散量を調整し、光波崩壊を起こさずに導波路(長さ 9 mm)中を伝搬させることで、帯域

1300-2200 nmの SC光発生に成功したことを報告した[2]。分散と非線形性を考慮した数値計算よ

り，導波路のより短い領域においてスペクトルが最も拡大していることを示唆する結果が得られ

たので，短尺なシリコン導波路を新たに製作し、シリコン導波路の構造分散と伝搬長の二つのパ

ラメーターを制御して SC 光発生を行った。 

実験配置図を図 1に示す。モード同期 Er:ファイバ

ーレーザー(中心波長 1556 nm、繰り返し周波数 250 

MHz)を分散補償ファイバーで 80 fs までパルス圧縮

する。その後、先球ファイバーを用いてシリコン導

波路に光結合し、SC 光発生を行った。幅 520 nm、

導波路長 1.7 mmのシリコン導波路を用いることで、

非線形吸収が低減でき、僅か 28 pJの結合パルスエネ

ルギーで、SC光短波長成分は 1100 nmまで拡張した

(図 2 参照)。さらに、ファイバー型分光器を用いて

1700 nm 以上の SC 光を観測した所、長波長成分は

2100nmまで拡張されていることが分かった。 
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Fig. 2 The dependence of supercontinuum spectrum

on the Si-wire waveguide length.

Fig.1 Experimental setup.

SMF: single-mode fiber.

DCF: dispersion-

compensating fiber.

OSA: optical spectrum 

analyzer.
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